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我
が
国
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
や
津

波
の
被
害
に
よ
り
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
を
経
験
し
ま
し

た
。村
で
も
避
難
さ
れ
る
方
の
受
け
入
れ
な
ど
、

で
き
る
支
援
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ
れ

か
ら
1
年
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
㈪
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
で

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
行
う
Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社（
以
下
「
Ｓ
Ｂ
社
」
と
い
う
。）と
、
榛

東
村
八
州
高
原
の
村
所
有
地
に
お
い
て
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
合
意
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
13
日
㈫
に
は
Ｓ
Ｂ
社
取

締
役
副
社
長
の
藤
井
宏
明
氏（
表
紙
写
真
右
か

ら
２
番
目
）
を
招
き
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
合

意
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｂ

社
が
右
記
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
を
建
設

し
、
発
電
し
た
電
力
を
東
京
電
力
に
売
電
し
、

そ
の
収
入
の
一
部
を
地
代
と
し
て
村
に
納
め
る

と
い
う
協
定
に
基
本
同
意
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
復
興
支
援
に
加
え
、
村
の
貴

重
な
自
主
財
源
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し

な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
一
翼
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

阿
久
澤
村
長
は
、「
誘
致
で
き
、
多
く
の
人

に
感
謝
し
て
い
る
。
建
設
を
予
定
し
て
い
る
八

州
高
原
は
、
標
高
約
１
，
０
０
０
ｍ
で
関
八
州

を
見
渡
せ
る
自
然
の
宝
庫
で
あ
り
、
地
域
づ
く

り
・
村
づ
く
り
に
も
活
か
し
て
、
７
月
１
日
の

運
転
開
始
に
向
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
。」
と

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

藤
井
副
社
長
は
、「
震
災
以
降
、
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
を
目
指
し
て
き
た
。
福
島
の
事
故
は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
に
つ
な

が
っ
た
。
弊
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
通

信
を
扱
う
会
社
だ
が
、（
震
災
で
電
力
ス
ト
ッ

プ
と
な
り
基
地
局
が
ダ
ウ
ン
し
て
、
被
災
者
の

皆
さ
ん
な
ど
が
携
帯
で
の
連
絡
が
取
れ
な
く

「榛東村メガソーラープロジェクトサポーター」の募集について
　村では、SBエナジー株式会社が推進する自然エネルギーの普及推進役として、メガソーラー発電所を八州高原に
誘致いたしました。そこで、メガソーラーエンジニアリングのプロフェッショナルや、自然エネルギーについての視
察ガイド・標高1,000ｍにおける自然の宝庫を利用した高地トレーニングのスポーツトレーナー・新たなお土産の開
発（お土産Bank)・除草や木々の剪定・樹木の名前看板・庶務受付など、多様なボランティアの方を募集いたします。
皆さまのお知恵や創意工夫次第では、有償ボランティアにつながる場合も想定しています。榛東メガソーラープロジェ
クトについてふるってご応募ください。サポーターの活動に賛同される皆さんの「社会貢献の場」、「学びの場」として、
さまざまな活動に直接参画していただきたいと考えています。どのような分野に、どのような形で参画するかについ
ては、ひとそれぞれです。ご自身の興味ある分野に取り組みながら、いろいろな関わり方が可能ですので、まずは総
務課自然エネルギー推進対策室まで気軽にお問い合わせください。

【通称：ソフトバンクプロジェクト】
○申込み方法　　サポーターを希望される方は、申込用紙を用意しておりますので、来庁いただくか、①氏名②電
話番号③住所④特技⑤ご自慢のお土産の名称・単価⑥榛東村メガソーラープロジェクトに対するご意見を、電話・
FAX・メール・郵送にてご連絡ください。こちらから申込用紙を送らせていただきます。
※個人情報に関しては、サポーターの運営以外の目的では一切使用しません。
■TEL　５４－２２１１（内線２５３）　　■FAX　５４－８２２５　　■MAIL　west@vill.shinto.gunma.jp

〒370-3593　　榛東村新井790-1　　榛東村役場　総務課　自然エネルギー推進対策室

～再生可能エネルギーの固定価格買取制度が開始される７月１日の運転開始を目指します～

榛東村榛東村八八
はっはっ

州州
しゅうしゅう

高高
こうこう

原原
げんげん

にソフトバンクソフトバンクの
　メガソーラー発電所を

誘致しました
建設予定のメガソーラー発電所概要
所在地 榛東村八州高原内の村所有地

敷地面積 最大49,300㎡（調整中）

出力規模 約2.4MW（約2,400kW）

年間発電量
約268万kWh/年
一般家庭約640世帯分の年間電
力消費量に相当

EPC事業者 シャープ株式会社

土木施工 株式会社佐藤建設工業

運転開始予定 2012年7年1日

整地の終わった建設予定地
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メガソーラー発電所誘致までの経過概要一覧
年月日 村側 ソフトバンク社側
11 3 11 東日本大震災発生（福島第一原発事故発生）

5 25 原発代替エネルギー施設誘致の可能性について特命調査研究を発令
自然エネルギー協議会設立方針決定
公表

27 ソフトバンク社社長室との直接交渉開始（窓口:肥田直人氏）
自然エネルギー協議会への都道府県
参加を呼びかけ

31 群馬県科学技術振興室へ村長挨拶 メガソーラー候補地の公募依頼を都
道府県に行なう

6 6 議会にて、村長、ソ社のメガソーラー発電所誘致を説明
21 村議会誘致決議を可決

26
県募集のメガソーラー発電所20MW
候補地として資料提出。併せて大澤
知事へ誘致に関する要望書を提出

このころ、全国約250カ所の候補地
の応募情報が都道府県を通じて共有
される

7 11

ソ社社長室へ、副村長・議会全議員・
担当で汐留本社へ表敬訪問。
東京電力川崎市内メガソーラー発電
所を視察研修

８月中を目処に候補地の現地調査を
開始したい旨のご発言をいただく

8 1 「特命政策ソフトバンク社メガソーラー担当」を兼務で任命
現地調査を開始され、榛東の調査に
は、８月中は困難とのこと

9 12 自然エネルギー財団設立イベントへ担当出席

26 東京電力渋川支社との電力連携協議を即座に申し入れる

発電電力の売電連携ポイントが遠す
ぎて一端20MWの候補地から外れる
が、２MW候補地の可能性を言及い
ただく

10 6 100％ソフトバンク子会社SBエナ
ジー株式会社設立（以下、SB社）

7 東電渋川支社との第１回連携協議

17 東電渋川へメガソラー連携配電線調査依頼
14　日照データー調査等を本村へ依
頼

24 SB社依頼の日照データー調査結果回答

11 25
SB社現地調査受け入れ、県・東電渋
川支社を交え第１回自然エネルギー
開発協議

SB社肥田氏、２MWクラス開発現地
調査のため来村。50,000㎡の一団の
水平用地が必須であることを明らか
にされる

30
～
村長陣頭指揮し、現地測量複数回実
施も面積確保難

この間、通信機器等で本村の情報提
供を行うとともに、自然エネルギー
について情報共有される

12 4～ 候補地の現地詳細調査を実施

22

最終現地調査を実施し、誘致断念を
決断か
㈱佐藤建設工業・国土地図㈱全面的
協力で用地確保の見込みとなる

27 議会、造成実施承認

28 SB社へ用地確保見込みの旨メール連絡

12 1 10
北海道試験場より、本村での発電所
建設の可能性が高くなったことの一
報をいただく（本格協議へ）

13 村長・担当SB本社へ用地確保の報告
14 ㈱佐藤建設工業造成工事安全祈願祭

2 1 自然エネルギー推進対策室を設置。上記担当者を専任に配置

2 2 第２回自然エネルギー開発協議 SB社肥田氏ほか、現地調整のため来
村

20 職員ら修景美化作業を実施　サツキ植栽。ペンキ塗装

21 第３回自然エネルギー開発協議 SB社肥田氏、技術部マネージャーほ
か、現場協議のため来村

28 SB社肥田氏、県へ工場立地申請協議
29 造成工事完工

3 5 誘致決定発表　緊急議会等・住民説明会（参加38名）
国内第１号案件として、本村との建
設合意を発表

6 建設合意を単独記者会見

10 自然エネルギー財団2012イベント職員多数参加
11　報道ステーションで孫社長本村
用地を紹介。3.11を追悼

13 建設合意協定調印式並びに記者会見
SB社取締役副社長藤井宏明氏、肥田氏来村

21 第１回八州高原メガソーラー発電所建設協議 SB社肥田氏、技術部マネジャー来村

23 議会・農委・区長会事業実施説明会（参加54名）

SB社事業部長、肥田氏、技術部マネ
ジャー、シャープ社佐藤副本部長ほ
か多数来村

27 村民事業実施説明会（参加60名） SB社松波亮成取締役、事業部長、肥
田氏、シャープ社副本部長ほか来村

28 榛東村自然エネルギーの推進等に関する条例可決

4 2 第２回八州高原メガソーラー発電所建設協議
SB社肥田氏、技術部マネジャー、
ＳＢＭ社、シャープ社多数来村

7 1 固定価格買取制度発効
ソーラー発電所運転開始並びに運転開始式実施予定

○メガソーラーとは？
　１MW（1000キロワット）以上の大規模の太陽
光発電施設を指し、太陽光のエネルギーを直接
的に電力に変換する再生可能エネルギーとして
注目されています。

工事スケジュール（予定）

な
っ
た
。）自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
も
う
と

考
え
た
。
固
定
価
格
買
取
制
度
が
始
ま
る
７
月

１
日
に
日
本
中
で
ど
れ
だ
け
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
で
き
る
か
が
、
今
後
の
大
き
な
流
れ

に
な
る
と
思
う
。
国
内
第
1
号
案
件
と
し
て
貴

村
を
選
定
し
た
の
は
、
村
と
議
会
と
一
緒
に
な

り
担
当
者
が
積
極
的
に
誘
致
を
し
て
く
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
感
謝
し
て
い
る
。
本
日
が
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
７
月
１
日
に
向
け
て
東
電
渋

川
支
社
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｂ
社
事
業
企
画
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
肥
田
直

人
氏（
表
紙
写
真
右
）
は
、「
榛
東
村
と
は
５
月

よ
り
誘
致
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
が
、
当
時
は

建
設
ま
で
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
地
で

20
年
間
の
事
業
と
な
る
、
住
民
の
方
々
に
信
頼

の
お
け
る
事
業
者
で
あ
り
た
い
。
八
州
高
原
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
大
震
災
前
の
工
法
よ
り
パ

ネ
ル
数
を
多
く
設
置
す
る
こ
と
で
朝
晩
の
発
電

効
率
を
上
げ
る
仕
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。」

と
の
思
い
を
言
葉
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

造
成
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
㈱
佐
藤
建

設
工
業
の
佐
藤
本も
と

位い

田だ

代
表
取
締
役
社
長（
表

紙
写
真
左
）
も
、「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
も
標
榜
す
る
弊

社
の
機
動
力
を
駆
使
し
て
榛
東
村
が
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
国
内
１
番
に
な
ら
れ
る
な
ら
と
取
り

組
ん
だ
の
で
、
何
が
何
で
も
成
功
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
業
説
明
会
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

ソ
ー
ラ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
本
部
副

本
部
長
の
佐
藤
立
哉
氏
が
、
会
場
の
質
問
に
対

し
て
、「
お
客
様
に
は
パ
ネ
ル
は
25
年
持
つ
と

ご
案
内
し
て
い
る
が
、
発
電
実
績
は
40
年
を
超

え
お
り
自
信
が
あ
る
。
本
事
業
の
20
年
間
だ
け

で
な
く
良
好
な
発
電
が
継
続
で
き
る
よ
う
工
事

に
あ
た
り
た
い
。」と
力
強
く
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

萩
原
副
村
長
は
、「
村
の
施
設
の
電
気
料
金

を
年
間
１
億
３
千
万
円
程
度
支
払
っ
て
い
る

が
、
将
来
、
こ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
資
産
が
利
用

出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
大
変
貴
重
な
施
設
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。
事
業
者
の
皆
様
に
感
謝
し

た
い
。」
と
結
ん
だ
。

　

説
明
会
な
ど
で
村
民
の
方
よ
り
多
く
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
次
号
以
降
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。


